
「元気いっぱい  新１年生（琴丘小学校）」

第37号第第第 号

平成27年
4月15日 発行

発行：三種町議会
編集：議会広報編集特別委員会
〒018－2401　秋田県山本郡三種町鵜川字岩谷子８番地
TEL（0185）85－4831　FAX（0185）85－2178
URL http://www.town.mitane.akita.jp/

当初予算の概要 ……………２～３
平成２７年度 町の主な事業 ………４
委員会審議 …………………５～７
補正予算の内容、議案一覧 ……８
議案審議、議案一覧
議案採決結果 ………………９～１０
一般質問（７人が登壇）……１１～１７
臨時会、請願・陳情 ………１８～１９
三種の星、編集後記 ……………２０

も く じ

議会だより
三 種 町



第37号  Ｈ27.4.15

三種町 議会だより

2

第37号  Ｈ27.4.15

三種町 議会だより

3 当初予算の概要 当初予算の概要

　

平
成
２７
年
度
予
算
に
お
け
る
重
点
政
策
は
、
①
住

民
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
②
雇
用
対
策
推
進
事
業

の
継
続
、
③
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対

策
、
④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
の
４
分
野
と
し
て

い
る
。
そ
の
予
算
額
は
、
ゆ
め
ろ
ん
改
修
事
業
な
ど

投
資
的
経
費
の
増
額
に
よ
り
、
合
併
後
、
最
大
の
当

初
予
算
規
模
と
な
っ
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
、
町
税
が
固

定
資
産
税
の
減
に
よ
り
４
千
８００
万
円
、
率
に
し
て

３．６
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
大

の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
同
額
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
普
通
建
設
事
業
の
増
額
に

よ
り
国
県
支
出
金
と
町
債
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
ゆ
め
ろ
ん
改
修
、
町
営
住
宅
建
設
、

農
政
機
関
合
同
庁
舎
改
修
等
の
普
通
建
設
事
業
費
と

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事
業
等
の
た
め
の
補
助

費
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
減
少
分
で
は
、
公
債

費
が
段
階
的
に
減
少
し
て
い
る
。

　

３
月
議
会
定
例
会
は
３
日
か
ら
１２
日
ま
で
の
１０
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
審
議
で
は
３
常
任
委
員

会
の
審
査
を
経
て
、
一
般
会
計
と
す
べ
て
の
特
別
会
計
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

27
年
度
予
算
の
特
徴

合併後、最大 の当初予算決まる
109億5,900万  円 68億4,100万円一般

会計
特別
会計

●特別会計

●水道事業会計

会　　計　　名 金　　額

国民健康保険事業 ２８億２，２７９万５千円

後期高齢者医療 １億６，９６１万８千円

簡易水道事業 ２億４，５３７万７千円

公共下水道事業 ６億２，１４４万５千円

農業集落排水事業 １億６，１９６万４千円

介護保険事業 ２７億４，４９０万４千円

介護サービス事業 ２，７４７万８千円

衛生処理事業 ２，５７９万９千円

温泉事業 ２，２００万５千円

国民健康保険診療施設 １千円

合　　　計 ６８億４，１３８万６千円

区　　　　分 金　　額

収益的収入 １億５，４７９万１千円

収益的支出 １億５，４３５万　　円

資本的収入 ３，５８９万３千円

資本的支出 ７，４５６万２千円

定例会
月３

第３子以降が全額免除となった学校給食（浜口小学校）

109億5,998万4千円合計 109億5,998万4千円合計

町税
12億9,808万4千円
　　　　　 （11.8％）

人件費
17億5,248万4千円
　　　　　 （16.0％）

扶助費
11億8,606万5千円
　　　　　 （10.8％）

公債費
11億8,750万3千円
　　　　　 （10.8％）

その他
5億5,948万2千円
　　　　　    （5.1％）

物件費
13億8,229万2千円
　　　　　  （12.6％）

補助費等
16億3,556万5千円
　　　　　   （14.9％）

繰出金
15億2,909万円
　　　　　   （14.0％）

義務的経費
41億2,605万2千円

（37.6％）

その他の経費
51億642万9千円
（46.6％）

投資的経費
17億2,750万3千円

（15.8％）

自主財源
22億7,720万円
（20.7％）

依存財源
86億8,278万4千円
（79.3％）

義務的経費
41億2,605万2千円

（37.6％）

その他の経費
51億642万9千円
（46.6％）

投資的経費
17億2,750万3千円

（15.8％）

普通建設事業費等
17億2,750万3千円
　　　　　 （15.8％）

繰入金
4億2,340万2千円
　　　　　   （3.9％）
繰越金
5,000万円 （0.4％）

分担金及び負担金等
5億571万4千円
　　     　   （4.6％）

自主財源
22億7,720万円
（20.7％）

依存財源
86億8,278万4千円
（79.3％）

地方交付税
49億4,030万円
　　　　　 （45.1％）

地方譲与税等
3億1,582万9千円
　　　　　   （2.9％）

町債
11億6,000万円
　　　　    （10.6％）

国県支出金
22億6,665万5千円
　　　　　 （20.7％）

27年度予算

一般
会計

特別
会計

歳　出 歳　入
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平
成
27
年
度

町
の
主
な
事
業

※
◎
印
は
新
規
・
拡
充
事
業
の
表
示
で
す
。

 

❶ 

住
民
生
活
環
境
施
設
の
整
備

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助

成
事
業 
２８０
万
円

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
助
成
事
業

 
 

１００
万
円

●
生
活
バ
ス
路
線
等
維
持
費
補
助
事
業　

 
 

２
千
４７９
万
円

◎
難
視
解
消
施
設
支
障
移
転
業
務

 
 

　

８５８
万
円

●
町
道
整
備
事
業 

８
千
万
円

●
防
雪
柵
新
設
事
業 

４
千
８６０
万
円

◎
町
営
住
宅
建
築
事
業
（
千
刈
田
住
宅

３
棟
、
大
町
住
宅
３
棟
） 

８
千
３５３
万
円

◎
新
三
種
町
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
（
自
治

会
等
の
団
体
が
取
組
む
事
業
へ
の
補
助
） 

 
 

８００
万
円

●
自
治
会
助
成
金 

７２８
万
円

◎
地
区
名
表
示
板
設
置
助
成
事
業
（
道
路

敷
等
へ
の
地
区
名
看
板
設
置
費
の
助
成
） 

 

６０
万
円

●
集
会
所
等
施
設
整
備
費
補
助
事
業　

 
 

１
千
７２７
万
円

❷ 

雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
３
人
）

 
 

８２９
万
円

●
地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業
（
町
内
事
業

所
へ
の
支
援
） 

３
千
万
円

◎
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定 

　

２５
万
円

●
地
域
公
共
施
設
等
環
境
整
備
事
業
（
整

備
作
業
員
経
費
） 

９８１
万
円

❸ 

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策

◎
ク
ア
オ
ル
ト
推
進
事
業 
１
千
５５７
万
円

●
定
住
対
策
事
業
（
定
住
奨
励
金
・
ふ
る

さ
と
体
験
ツ
ア
ー
等
） 

２５４
万
円

◎
定
住
貸
家
対
策
補
助
事
業
（
移
住
・
定

住
希
望
者
用
貸
家
へ
の
補
助
） 

６４
万
円

●
未
来
に
ア
タ
ッ
ク
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援

事
業
（
農
業
機
械
等
購
入
の
補
助
）

 
 

２
千
６４９
万
円

●
じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一
生
産
量
助
成
金

（
出
荷
助
成
） 

１
千
３００
万
円

●
水
田
利
活
用
緊
急
対
策
支
援
事
業
交
付

金
（
町
振
興
作
物
等
作
付
助
成
）

 
 

１
千
６５０
万
円

●
加
工
施
設
建
設
事
業
（
じ
ゅ
ん
さ
い
の

館
、
グ
リ
ー
ン
ぴ
あ
） 

１
千
７００
万
円

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

 
 

１
千
５００
万
円

◎
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
（
特
産
品
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
） 

２７１
万
円

❹ 

暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策　

　

●
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
助
成

事
業 

１５
万
円

●
健
康
診
査
事
業
（
健
康
診
査
・
検
診
費

等
助
成
、
疾
病
予
防
活
動
費
等
）

 
 

３
千
２０９
万
円

●
予
防
接
種
事
業
（
感
染
予
防
・
疾
病
重

症
化
防
止
接
種
助
成
） 

３
千
２１８
万
円

●
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業
（
妊
婦
・
産

後
の
母
子
健
診
等
） 

９０７
万
円

●
乳
幼
児
健
診
事
業
（
健
康
診
査
、
離
乳

食
指
導
、
健
康
相
談
） 

２５７
万
円

●
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
（
障
が
い
者
、

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
等
へ
の
医
療
費

助
成
） 

２
億
１
千
２４２
万
円

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
事
業 

３１２
万
円

新
規
・
拡
充
事
業　

　
　
　

◎
Ｅ
Ｍ
活
動
事
業
（
Ｅ
Ｍ
講
習
会
の
開
催

等
） 

２５
万
円

◎
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
事
業
（
は
ね
が
わ

森
林
公
園
路
網
整
備
、
転
落
防
止
設
備
） 

 
 

１
千
８４２
万
円

◎
３
次
ゆ
う
タ
ウ
ン
広
場
整
備
事
業　

 
 

７３２
万
円

◎
水
道
施
設
整
備
費
補
助
金
（
水
道
未
普

及
地
域
整
備
費
の
補
助
） 

１１１
万
円

◎
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
（
農
業

施
設
の
維
持
管
理
・
長
寿
命
化
、
農
村

環
境
保
全
の
た
め
の
集
落
共
同
活
動
支

援
） 

１
億
６
千
９９２
万
円

◎
周
年
園
芸
普
及
拡
大
対
策
事
業
（
冬
期

生
産
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
や
規
模
拡

大
に
必
要
な
機
械
設
備
の
導
入
を
支
援
） 

 
 

６５
万
円

◎
台
湾
交
流
事
業 

２００
万
円

◎
ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
（
ゆ
め
ろ
ん
・
さ

ざ
な
み
苑
の
改
修
） 

４
億
８
千
１１９
万
円

◎
琴
丘
小
学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事

 
 

４
千
３２０
万
円

◎
子
育
て
支
援
事
業
（
第
１
子
・
２
子
の

給
食
費
半
額
減
免
及
び
第
３
子
以
降
は

全
額
免
除
） 

３
千
４６
万
円

◎
農
政
３
機
関
合
同
庁
舎
改
修
事
業　

 
 

５
千
１１８
万
円



第37号  Ｈ27.4.15

三種町 議会だより

5 委員会審議

総務総務
常任委員会常任委員会

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
箇

所
、
内
訳
は
。

答
平
成
２７
年
度
は
下
岩
川
小
学
校
と
ゆ

め
ろ
ん
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
下
岩
川
小
学
校
は

工
事
費
２
千
１６０
万
円
と
発
電
モ
二
タ
ー

１９
万
４
千
円
、
ゆ
め
ろ
ん
は
工
事
費
３
千

２３１
万
円
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
工
事
５０２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

問
大
仙
市
が
期
日
前
投
票
所
の
出
前
投

票
所
を
設
置
し
た
が
、
当
町
で
期
日

前
投
票
所
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

答
国
や
県
の
選
挙
は
、
選
挙
費
用
が

１００
パ
ー
セ
ン
ト
交
付
と
な
り
期
日

前
投
票
所
の
経
費
も
算
入
さ
れ
る
が
、
町

の
選
挙
の
場
合
は
経
費
が
か
か
り
増
し
と

な
る
。
ま
た
、
現
在
期
日
前
投
票
は
パ
ソ

コ
ン
シ
ス
テ
ム
で
受
付
・
処
理
を
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
環
境
整
備
が
整
っ
た
施
設

で
な
い
と
行
え
ず
、
人
員
確
保
も
必
要
な

の
で
難
し
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
に
対
す
る
お

返
し
の
状
況
は
。

答
平
成
２７
年
度
は
１
万
円
の
場
合
は

５
千
円
相
当
１
点
、
２
万
円
の
場
合

は
２
点
、
３
万
円
の
場
合
は
３
点
を
お
返

し
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問
町
外
か
ら
の
寄
付
者
の
場
合
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
重
要
と
思
う
が
。

答
平
成
２７
年
度
は
広
く
わ
か
り
や
す
く

全
国
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト

に
登
録
し
、利
便
性
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

問
平
成
２７
年
度
に
行
わ
れ
る
ク
ア
オ
ル

ト
事
業
の
予
算
内
容
は
。

答
主
な
内
容
は
、
三
種
型
ク
ア
オ
ル
ト

の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
が
１５０
万
円
、
ス

タ
ッ
フ
養
成
と
協
力
隊
２
名
の
賃
金
な
ど

で
４７２
万
円
、
３
地
区
分
の
健
康
器
具
等

で
６００
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ざ
な
み
苑

と
ゆ
め
ろ
ん
に
も
認
知
症
予
防
機
器
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
簡
易
心
拍
計
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
な
ど
を
導
入
す

る
。

問
時
間
外
徴
収
の
状
況
は
。

答
月
末
は
窓
口
の
時
間
外
延
長
を
本

庁
、
支
所
で
行
っ
て
い
る
。
税
の
ほ

か
水
道
料
等
の
収
納
も
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
９
月
か
ら
行
っ

て
い
る
が
、
都
会
と
違
い
す
ぐ
に
は
納
付

に
つ
な
が
ら
な
い
と
思
う
た
め
、
時
間
外

窓
口
の
延
長
を
続
け
た
い
。

問
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内
容
は
。
ま

た
、
年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

答
県
が
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
県
内

に
３
カ
所
、
県
北
地
区
は
大
館
市
に

置
か
れ
て
い
る
。
入
会
金
１
万
円
で
、
１

月
末
現
在
三
種
町
に
関
し
て
は
、
男
性

１７
人
、
女
性
４
人
加
入
し
て
お
り
、
平

成
２６
年
度
は
６
名
新
規
に
加
入
し
た
。
実

績
で
は
男
性
２
人
、
女
性
２
人
が
結
婚
し

て
い
る
。
年
齢
制
限
は
な
い
。

問
ゆ
う
タ
ウ
ン
内
公
園
用
地
の
整
備
計

画
は
。

答
公
園
用
地
の
東
側
３
分
の
１
に
芝
生

を
つ
け
公
園
化
す
る
計
画
で
あ
り
、

残
り
用
地
は
、
ゆ
う
タ
ウ
ン
内
の
雪
の
除

排
雪
置
き
場
と
し
て
利
用
す
る
。

総務常任委員会審議

　

平
成
２７
年
度
新
年
度
予
算
の
１２
議
案
と
繰
り
入
れ
議
案
４
件
が
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
務
常
任
委
員
会
と
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
「
原
案
の
と

お
り
承
認
す
べ
き
」、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
「
意
見
を
付
し
て
原
案
の
と
お
り
承
認
す
べ
き
」

と
し
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
議

委
員
会
審
議
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教育民生常任委員会審議

教育
民生
教育
民生
常任委員会常任委員会

問
介
護
保
険
料
が
改
正
さ
れ
区
分
が
９

段
階
に
な
る
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
制
度
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
１
、

２
段
階
を
新
１
段
階
に
統
一
し
、５
、

６
段
階
を
新
６
、
７
、
８
、
９
段
階
に
分
割

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
敬
老
式
の
出
席
者
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
積

極
的
に
出
席
で
き
る
よ
う
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
対
象
者
が
１
千
２００
人
ほ
ど
で
出
席

者
が
１５０
人
か
ら
１６０
人
ほ
ど
で
あ
る
。

対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
国
保
の
保
険
料
に
関
し
、
農
業
所
得

減
少
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
来
年
度
は
所
得
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
制
度
改
革
に

よ
る
新
た
な
国
庫
収
入
等
を
精
査
の
う

え
、
税
率
の
設
定
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
が
、
被
保
険
者
の
負
担
感
を
考
慮
に
入

れ
、
実
質
的
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

問
脳
ド
ッ
ク
の
実
績
は
ど
う
か
。
ま
た

結
果
の
報
告
な
ど
あ
る
の
か
。

答
平
成
２７
年
１
月
末
現
在
、
１８６
人
の

申
請
に
対
し
ド
ッ
ク
受
診
者
は
１４７

人
で
あ
る
。
結
果
に
つ
い
て
は
町
に
対
し

て
も
医
療
機
関
よ
り
通
知
が
あ
る
。

問
山
本
公
民
館
が
全
国
表
彰
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
の
か
。

答
全
部
で
５０
ほ
ど
の
講
座
や
自
主
学
習

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
受
講
生
み
ず
か

ら
公
民
館
ま
つ
り
を
企
画
、
開
催
し
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。

問
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
効
果
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

答
平
成
２７
年
度
で
は
電
気
料
と
事
業

サ
ー
ビ
ス
料
の
約
３
千
６００
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
寿

命
が
長
い
等
利
点
は
大
き
い
と
考
え
る
。

問
ご
み
処
理
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、

前
年
比
１
千
万
円
の
増
加
で
あ
る

が
、
主
な
要
因
は
。
ま
た
、
古
紙
回
収
業

務
の
契
約
内
容
は
。

答
新
年
度
７
月
よ
り
可
燃
ご
み
に
つ
い

て
、
通
年
、
週
２
回
の
収
集
と
な
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
古
紙
回
収
業
務
は

３
年
契
約
で
あ
る
が
、
平
成
２７
年
度
で
終

了
し
、
終
了
後
は
新
た
な
入
札
を
予
定
し

て
い
る
。

問
三
種
町
は
医
療
費
が
か
か
り
す
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
県
全
域
を
見
た
と
き
に
、
海
岸
に
面

し
た
市
町
村
の
医
療
費
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
原
因
の
特
定
は
で

き
て
い
な
い
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
な

ぜ
医
療
機
関
で
料
金
が
異
な
る
の
か
。

答
自
由
診
療
な
の
で
、
料
金
は
医
療
機

関
が
独
自
に
設
定
し
て
い
る
。
今
年

度
か
ら
町
で
は
、
従
来
の
満
６５
歳
以
上
に

加
え
、
満
１８
歳
未
満
に
も
１
千
円
の
助
成

を
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
医
療
機
関
で
も

年
齢
に
よ
っ
て
も
料
金
が
異
な
る
。

問
山
本
公
民
館
建
設
検
討
委
員
会
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
と

視
察
先
は
ど
こ
な
の
か
。
ま
た
、
図
書
館

を
併
設
す
る
な
ど
教
育
文
化
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、
早
め
に
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
委
員
２０
人
分
の
予
算
計
上
で
あ
る
。

視
察
先
は
青
森
県
八
戸
市
、
岩
手
県

紫
波
町
、由
利
本
荘
市
等
予
定
し
て
い
る
。

公
民
館
単
独
の
施
設
は
少
な
く
、
複
合
施

設
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
早
め
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
県
内
の
五
城
目
町
、
藤
里
町
な
ど
学

校
給
食
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
が
、
地

元
の
食
材
を
利
用
す
る
な
ど
で
き
な
い
か
。

答
米
、
じ
ゅ
ん
さ
い
、
野
菜
、
く
だ
も

の
等
は
町
内
産
で
賄
い
、
不
足
分
の

み
を
他
で
対
応
し
て
い
る
。
五
城
目
町
は

自
校
給
食
、
藤
里
町
は
小
規
模
で
あ
り
、

手
の
込
ん
だ
献
立
が
で
き
る
が
、
三
種
町

は
１
千
３００
食
規
模
で
あ
り
、
同
じ
よ
う

な
献
立
は
作
業
工
程
の
関
係
で
難
し
い
。
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　県事業や担い手対策、夢プラ

ン応援、新規就農者支援など、

さまざまな事業があるが、どの

事業にも対象にならない農家が

いる。その中で元気とやる気の

ある農家には、町単独でも良い

ので応援をして誘導していくべ

きである。

意　　　見

産業
建設
産業
建設
常任委員会常任委員会

問
温
泉
施
設
改
良
基
本
計
画
と
は
、
ど

の
よ
う
な
計
画
か
。

答
昭
和
２７
年
に
開
湯
以
来
６０
年
を
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て

い
る
た
め
施
設
改
良
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
基
本
方
針
の
策
定

②
基
本
事
項
の
決
定

③
計
画
供
給
の
人
口
・
供
給
量
の
設
定

④
整
備
内
容
の
決
定

問
釜
谷
地
区
は
い
つ
流
域
下
水
道
に
つ

な
げ
る
の
か
。
ま
た
、
受
益
者
の
負

担
は
増
え
る
の
か
。

答
農
業
集
落
排
水
と
流
域
下
水
道
事
業

の
接
続
は
県
で
も
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
計
画
に
盛
り
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
２７
年
度
中
に
実

施
設
計
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

　

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

料
金
は
変
わ
ら
な
い
。

問
農
業
委
員
の
選
挙
は
定
数
１８
人
で
行

わ
れ
る
の
か
。

答
平
成
２７
年
３
月
の
国
会
で
農
業
委
員

会
関
係
の
法
律
改
正
が
上
程
さ
れ
て

お
り
、
会
期
が
６
月
下
旬
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
り
選
挙
に
な
る
か
、

な
ら
な
い
か
が
決
ま
る
。
三
種
町
の
任
期

が
７
月
１９
日
で
あ
り
、
法
律
の
公
布
、
施

行
が
そ
の
後
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
特
例
的
に
任
期
を
延
伸
す
る
可
能

性
も
あ
る
。

問
周
年
園
芸
普
及
拡
大
対
策
事
業
と
は

何
か
。

答
冬
期
間
の
ハ
ウ
ス
の
暖
房
助
成
で
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
場
合
の

県
補
助
金
で
あ
る
。

問
町
内
に
お
け
る
松
く
い
虫
の
状
況
は
。

答
海
岸
松
林
は
、
県
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
薬
剤
散
布
し
て
い
る
。
し
か

し
内
陸
部
は
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
の

で
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
伐
倒
駆
除
を
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問
工
事
請
負
費
の
防
雪
柵
の
内
容
は
。

答
富
岡
地
区
に
あ
る
、
八
竜
住
宅
周
辺

の
防
雪
柵
工
事
で
あ
る
。
平
成
２７
年

か
ら
平
成
２８
年
ま
で
の
工
事
で
あ
り
、
全

体
で
６００
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
制
度
に

変
更
は
あ
る
の
か
。

答
１
世
帯
１
回
で
あ
っ
た
が
、
３
年
経

過
し
て
い
れ
ば
再
利
用
で
き
る
こ
と

に
し
た
。
ま
た
、
対
象
物
を
住
居
に
限
っ

て
い
た
が
、
物
置
や
車
庫
も
住
宅
と
同
じ

敷
地
に
あ
れ
ば
対
象
に
な
る
こ
と
に
し
た
。

問
ゆ
め
ろ
ん
改
修
工
事
計
画
に
炭
酸
泉

浴
槽
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
能

が
あ
る
の
か
。

答
お
湯
に
入
る
と
空
気
の
気
泡
が
付

き
、
静
脈
の
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に

な
っ
て
体
に
良
く
、
運
動
し
た
時
と
同
じ

よ
う
な
効
果
が
あ
る
。

問
平
成
２７
年
度
後
半
か
ら
能
代
火
力
発

電
所
の
建
設
で
２
千
人
の
滞
在
者
が

出
る
見
通
し
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
能
代
市

の
宿
泊
可
能
人
数
が
１
千
１００
人
ほ
ど
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
滞
在
者
は
三

種
町
を
利
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

町
で
も
そ
の
宿
泊
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に

準
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
関
係
機
関
を
回
っ
て
、
三
種
町
に
も

宿
泊
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
。

問
昨
年
、
地
域
振
興
券
が
指
定
管
理
施

設
で
使
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

今
回
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
発
行
さ
れ
る

が
、
す
べ
て
の
指
定
管
理
施
設
で
使
え
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
平
成
２７
年
度
は
使
え
る
よ
う
に
し
た

い
。
ゆ
う
ぱ
る
は
商
工
会
会
員
で
な

か
っ
た
た
め
使
え
な
か
っ
た
が
、
新
年
度

か
ら
会
員
に
な
る
予
定
な
の
で
使
え
る
。

産業建設常任委員会審議
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審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平 　 成 　 27 　 年 　 度 　 予 　 算

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
り
入
れ

17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
入
れ

17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
り
入
れ

17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り

入
れ

17
0
可決

一
般
会
計
予
算

13
4
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

15
2
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

17
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算

15
2
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

17
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算
17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

17
0
可決

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計
予
算

17
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算

17
0
可決

条例制定・改正

情
報
公
開
条
例
の
制
定

17
0
可決

個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

17
0
可決

●特別会計

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額
●一般会計 110億3,641万7千円 △1億1,138万3千円 109億2,503万4千円
【主な歳出】

事　　業　　内　　容 事 業 費
財　　源

国 県 町
農業振興費（青年就農給付金） 1,350万  　円 1,343万7千円 6万3千円

スーパープレミアム付商品券発行事業 5,200万  　円 4,843万1千円 356万9千円

地方版総合戦略基礎調査委託業務
（人口ビジョンと地方版総合戦略策定の基礎調査業務） 988万2千円 988万2千円

結婚支援事業
結婚支援員の養成を通じて結婚を希望する独身男
女や家族への情報提供・相談・支援体制の整備

471万  　円 471万  　円

スポーツ文化交流促進事業
スポーツ文化合宿のスポーツ・文化部門へ新たに
教育研修を追加、助成額の増額

800万  　円 800万  　円

三種町PRラジオ放送事業
（毎週ラジオで各種イベント情報や観光・特産品などを告知PR） 246万3千円 246万3千円

地域観光資源活性化支援事業
サンドクラフト1,431万円、森岳温泉夏祭り429万円、
道の駅ことおか秋まつり40万円

1,900万  　円 1,842万6千円 57万4千円

じゅんさい摘み手育成事業（研修事業を展開） 75万  　円 75万  　円

国から緊急交付金がくる 平成27年３月定例会
補正予算の内容

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額
国民健康保険事業勘定特別会計 26億8,668万7千円 △9,358万6千円 25億9,310万1千円
簡易水道事業特別会計 2億2,003万3千円 △500万  　円 2億1,503万3千円
公共下水道事業特別会計 6億1,021万3千円 △800万2千円 6億   221万1千円
農業集落排水事業特別会計 1億5,293万4千円 20万  　円 1億5,313万4千円
介護保険事業勘定特別会計 28億3,318万  　円 489万  　円 28億3,807万  　円
介護サービス事業勘定特別会計 2,843万2千円 △106万4千円 2,736万8千円
温泉事業特別会計 2,553万3千円 △196万7千円 2,356万6千円

（ （

（ （

（ （



第37号  Ｈ27.4.15

三種町 議会だより

9 議案審議、議案一覧

条　　例　　制　　定　　・　　改　　正

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
の
制
定

17
0
可決

保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
に

関
す
る
条
例
の
制
定

17
0
可決

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

17
0
可決

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備

13
4
可決

教
育
長
の
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

13
4
可決

教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

13
4
可決

三
種
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

及
び
三
種
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

17
0
可決

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

17
0
可決

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

17
0
可決

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

15
2
可決

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

17
0
可決

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

17
0
可決

附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

17
0
可決

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備

問
こ
の
条
例
整
備
の
議
案
は
、長
い
間
、

政
治
的
介
入
や
支
配
が
な
い
よ
う
に

培
っ
て
き
た
教
育
に
対
す
る
配
慮
を
、
根

本
か
ら
覆
す
も
の
と
な
る
。

答
教
育
に
関
す
る
政
治
的
中
立
性
は
、

大
変
大
切
で
あ
り
、
そ
の
時
々
の
政

権
や
政
策
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
教
育
大
綱
は
新
た
に
作
成
す
る
の

か
、
現
在
あ
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
代

替
え
す
る
形
と
す
る
の
か
。

答
新
し
く
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
る
の

で
大
綱
の
作
成
に
は
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
予
算
の
補
正

　
　
　

〈 

結
婚
支
援
事
業 

〉

問
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て
補
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
主
な

事
業
内
容
は
。

答
国
の
交
付
金
事
業
で
地
方
創
生
先
行

型
予
算
の
補
正
で
あ
り
、
次
年
度
に

繰
り
越
す
予
算
で
あ
る
。

　

主
な
内
容
は
結
婚
支
援
員
の
育
成
を
図

る
こ
と
で
、
町
内
の
独
身
者
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
結
婚
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

旧
小
学
校
単
位
に
全
町
で
１６
人
の
支
援
員

を
考
え
て
い
る
。

地
域
経
済
対
策
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い

て
、
商
品
券
を
２
億
円
か
ら

２
億
５
千
万
円
に
増
額
し
た
理
由
は

何
か
。

答
国
か
ら
交
付
額
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
補
正
計
上
し
た
。

問
今
３
月
議
会
で
サ
ン
ド
ク
ラ
フ

ト
、
森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り
、
道

の
駅
こ
と
お
か
の
秋
ま
つ
り
に
８００
万

円
補
正
し
た
の
に
加
え
、
さ
ら
に
追

加
議
案
で
４９９
万
円
が
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
詳
細
は
。

答
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
と
森
岳
温
泉
夏
祭

り
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
誘
導
看
板
の
設
置
、
サ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
を
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
す
る

た
め
の
砂
像
芸
術
家
の
追
加
招
聘
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
か
ら
実
証
責
任
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
事
業
成
果
の
計
測
、
効
果

検
証
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
を
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る
。

議 

案 

審 

議

サンドクラフト会場風景
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○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平　成　26　年　度　予　算

一
般
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

17
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

17
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

17
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
17
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

一
般
会
計
予
算
の
補
正

17
0
可決

その他

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更

17
0
可決

選任

監
査
委
員
の
選
任

17
0
可決

諮　問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
17
0
可決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
17
0
可決

発議

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
17
0
可決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
結　
　

果
　　　　　　　　　　　　 議　員　名

　
議　案　名　　　　　　　　　　　　　

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

安
藤　

賢
藏

三
浦　
　

敦

清
水　

欣
也

工
藤　

秀
明

高
橋　
　

満

石
井　

秀
基

鈴
木　

一
幸

小
澤　

高
道

成
田　

光
一

加
藤
彦
次
郎

後
藤
栄
美
子

堺
谷　

直
樹

伊
藤　

千
作

平
賀　
　

真

児
玉　

信
長

金
子　

芳
継

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 可決

教育長の勤務時間等に関する条例の制定 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 可決

教育長の職務に専念する義務の特例に関する条
例の制定 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 可決

介護保険条例の一部改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

平成27年度一般会計予算 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

平成27年度国民健康保険事業勘定特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

平成27年度介護保険事業勘定特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

※議長は採決に加わりません。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
予
算
の
補
正　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
療
養
給
付
費
負
担
金
等
が
か
な
り
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
な

に
か
。

答
昨
年
に
比
較
し
医
療
費
が
下
が
っ
た

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き

下
げ
の
方
向
を
維
持
し
て
ほ
し
い
。

答
医
療
費
の
伸
び
等
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正　

　
　
　

問
他
市
町
村
に
比
較
し
て
介
護
保
険
料

が
年
々
高
額
に
な
っ
て
い
く
が
、
要

因
は
何
か
。

答
こ
こ
２
〜
３
年
の
間
に
訪
問
・
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
反
対
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
型
が
伸
び
て
お
り
、
在
宅
型
か

ら
施
設
型
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
な

ど
、
保
険
料
を
抑
制
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

答
介
護
予
防
事
業
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
安
全
化
基
金
の
借
り
入
れ
に
つ

い
て
、
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

採決の際に賛否が分かれた議案の結果
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平賀 　真 議員

平
賀
元
気
づ
く
り

支
援
事
業
は
、

自
治
会
活
動
の
起
爆

剤
に
な
る
も
の
と
確

信
し
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
こ
れ

ま
で
の
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

こ
の
事
業
の
実
施

期
間
は
当
初
３
年
と

聞
い
て
い
た
が
、
恒

久
的
に
継
続
し
な
い

の
か
。

　

今
年
度
１０３
自
治
会

の
う
ち
２０
自
治
会
が

事
業
採
択
さ
れ
て

い
る
が
内
容
は
運
動

会
、
盆
踊
り
、
お
祭
り
の
賑
わ

い
創
出
等
で
あ
る
。
地
域
住
民

が
一
堂
に
会
す
る
機
会
に
釜
谷

自
治
会
や
中
嶋
自
治
会
の
よ
う

に
防
災
活
動
や
健
康
推
進
事
業

を
組
み
込
ま
せ
て
は
ど
う
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
平

成
２４
年
度
３４
団
体
５８１
万

２
千
円
、
平
成
２５
年
度
４１
団
体

７４７
万
２
千
円
、
平
成
２６
年
度
４３

団
体
８０１
万
８
千
円
（
予
定
）
で

あ
る
。

　

補
助
金
は
公
開
審
査
会
で
審

査
の
上
決
定
し
、
年
度
末
に
実

績
報
告
会
で
審
査
し
確
定
し
て

い
る
。

　

本
事
業
は
今
年
度
が
最
終
年

と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
元

気
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
実
施
の
要
望

が
多
く
、
平
成
２７
年
度
か
ら
は

新
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
と
し

て
内
容
も
若
干
見
直
し
し
た
上

で
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

　

事
業
採
択
に
防
災
活
動
等
の

条
件
を
付
け
て
は
と
の
こ
と
だ

が
、
自
主
的
な
地
域
の
元
気
づ

く
り
を
支
援
す
る
と
い
う
趣
旨

を
踏
ま
え
自
治
会
の
意
向
に
任

せ
る
の
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

平
賀
２５
市
町
村
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
県
飲
酒
運

転
追
放
等
競
争
の
結
果
が
公
表

さ
れ
、
三
種
町
は
２４
位
で
あ
っ

た
。
前
年
は
２２
位
と
２
年
連
続

下
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
最
下
位
の
町
が
ト
ッ
プ

に
な
る
な
ど
順
位
の
変
動
が
大

き
い
競
争
で
は
あ
る
が
、
前
年

２０
位
以
下
の
市
町
村
の
中
で
順

位
が
下
が
っ
た
の
は
三
種
町
だ

け
で
あ
る
。

　

町
並
び
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み

が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。ま
た
、

今
後
の
具
体
的
対
策
を
問
う
。

町
長
年
間
を
通
じ
た
飲
酒
運

転
追
放
運
動
や
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
運
動
に
加
え
、
新

学
期
や
春
・
夏
・
秋
・
年
末
の

交
通
安
全
運
動
の
時
期
に
巡
回

指
導
や
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　

昨
年
は
飲
酒
運
転
が
特
に
多

か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
交
通
安

全
協
会
・
交
通
指
導
隊
・
町
内

の
警
察
官
・
町
と
の
合
同
特
別

街
頭
指
導
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
こ
う
し
た

活
動
を
行
う
ほ
か
、
チ
ラ
シ
や

無
線
放
送
も
活
用
し
な
が
ら
飲

酒
運
転
や
死
亡
事
故
の
な
い
安

全
で
快
適
な
町
を
目
指
す
と
と

も
に
、
全
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
に
努

め
た
い
。

自治会主催の元気づくり事業の採択条件に防災活動、
健康推進事業を設けてはどうか

　町長  自治会の意向に任せるのが適当

三
種
町
は
県
飲
酒
運
転
追

放
等
競
争
で
２
年
連
続

２０
位
以
下
。
具
体
的
な
対

策
が
取
れ
て
い
る
の
か

町
長  

特
別
街
頭
指
導

を
行
っ
た

盛り上がった元気づくり支援事業実績報告会
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小
澤
町
内
商
店
の
販
売
力
強

化
、
消
費
税
ア
ッ
プ
に

よ
る
販
売
低
迷
を
回
避
す
る
な

ど
、
中
小
商
店
の
売
上
げ
向
上

を
目
指
し
て
、
発
行
事
業
補
助

金
を
昨
年
の
倍
に
し
て
振
興
を

図
っ
た
と
思
う
が
、
発
行
実
績

を
伺
う
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

町
内
商
店
の
売
上
げ
は
伸
び
て

い
る
の
か
。

町
長
平
成
２６
年
度
の
地
域
振

興
商
品
券
は
、
４
月
か

ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

町
内
景
気
対
策
と
町
民
の
負
担

軽
減
、
町
内
中
小
商
工
業
者
の

支
援
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る

目
的
で
実
施
し
た
。
販
売
期
間

は
、
資
金
決
済
法
で
適
用
除
外

と
さ
れ
て
い
る
最
大
期
間
の

６
ヵ
月
間
と
し
、
完
売
に
は
８

月
ま
で
４
ヵ
月
間
を
要
し
、
１２

月
ま
で
の
換
金
率
は
９９．８
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
実

施
結
果
に
つ
い
て
は
、
完
売
ま

で
の
期
間
が
長
く
、
利
用
し
や

す
か
っ
た
。ま
た
多
く
の
町
民
、

町
内
勤
務
者
の
方
が
購
入
で
き

た
と
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
要
望
と
し
て
は
、
平

日
時
間
外
や
土
・
日
で
の
販
売
、

利
用
期
間
の
延
長
、
利
用
店
舗

の
拡
大
、
換
金
回
数
の
増
加
、

換
金
期
間
の
短
縮
な
ど
の
要
望

が
あ
り
、
平
成
２７
年
度
は
プ
レ

ミ
ア
率
を
２０
パ
ー
セ
ン
ト
と
し

消
費
喚
起
効
果
を
把
握
し
な
が

ら
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

小
澤
当
町
の
主
産
業
で
あ
る

農
業
振
興
に
つ
い
て
、

旧
町
時
代
の
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
メ

ロ
ン
、
梅
、
新
規
の
米
価
下
落

対
策
事
業
で
の
支
援
を
打
ち
出

し
た
も
の
の
農
家
経
済
は
非
常

に
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
米
一
辺
倒
で
な
い
農
業

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
条
件
の
悪
い
場
所
、

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
の
い
な

い
地
域
を
優
先
す
る
な
ど
の
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

町
長
三
種
町
農
業
再
生
協
議

会
で
は
、
町
の
振
興
作

物
の
推
進
等
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
複
合
経
営

を
前
提
と
し
た
取
組
み
は
十
分

と
言
え
な
い
が
、
今
後
は
Ｊ
Ａ

や
関
係
機
関
と
連
携
し
地
域
に

適
合
す
る
作
物
の
選
定
を
含
め

農
業
振
興
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
条
件
の
悪

い
場
所
を
区
画
拡
大
し
、
後
継

者
の
い
な
い
農
地
を
担
い
手
に

集
積
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後

の
農
地
利
用
の
理
想
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
度
は
災
害

復
旧
工
事
等
が
数
多
く
出
た
事

に
よ
り
業
者
等
が
消
化
し
き
れ

な
い
状
況
が
あ
っ
た
が
、
今
後

は
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

小澤 高道 議員

地域振興商品券の活用と実績は

　町長  振興商品券利用者に好評

農
業
振
興

町
長  

農
業
再
生
協
議

会
で
振
興
策
を
図
る

平成２６年度
に使用され

た地域振興
商品券

三  種  町

利用期限
年　　 月　　

 日
26 3110

三種町商工会

三三  三三 種種種種種種種  種種種種種種種種種種種種種 町町町町 三三三三三

利用期限
日

26 3110年　　 月　　
 　 　 

円円円円円円円円円円
地域振興商品

券

円
TANE  NE  MMMIMITAMITAA E

MITANENE  MNE 
TANTAN

TATA
E  MITTANEMITA EANEMITMITA

ANENE  MITTNENE MIT
 MITITA

M

ANE MITIT
AANNE E  MMMITT

ANANE  M

ANE
ANANENE MI

MMMITAITAMIM NNEE ANENEANE MIT
AN  MITANMITANANEN

ITAMIMITATATITITTAANETANE  M
IANE  MIT
ANT

TANE M
ITAN

振興商品振興商品域振域振地域地域地地
EE  ME  MI MITTATAAAANAN

ENENE
TANENEEMITMM

E  MITAN
EM   MMITANTANENEE

  
TANTANE  MM

IMITTAANNEE 
 MMITATANE

  MITANE
  MITANENE

  MMIITTAANNE
 

E    
I

MITANE 
 MI

MITANE 
 MI

MITANE 
 M

MITANEA
TATAT

TTAANNEE MM
ITATAN

MMI

TATAAITANENE NN

MITAN

E MIE MINE  MINE  MINE  MIE  MIE  MIE  MI M TAITAITAITAITITITITITI

興商品興商

TANEANE  M
ITATANNEE

IT
MMIMITTTT

MITAE MITAE MITAMITANNENEE 
 MMMITITANEANE

MITANE 
 MITANE

  MIMITAANNEE
    MMITTAAN

E

ANENEETANE
E   M

NEEEEE  E NEEEEEEE

MIMITMITMITITITITTTATATANTANE
 MITANE  M
I

TANE  M
I

TANE  M
ITANTANETANTANTANTATA

MMITAMITANEMITANETAN   
M ENE  

MITA

IITTATAE  MMIMIITTEAANEAMIMITAMITAMITAM ANANA TTATANTANETANETANETANE TANE ANE  ANE  NE  MMMMIT

E  MMI

E  MITAN
E MITA E
   MMIMITIT

MIMITITITTTT
TATATAAAANANANE

TATATATATATAMIMIMIITTTTTTT
MIMITMITMITMITAITAN

E MITAN
E  MITA
M

MMIMITATANANNE ET

ANENEANE TANAN
E  E  MITAN

E  MIMIMIMITANE 
 M

MITANE 
 M TT

MITANEITANTANTAN

EEITATANANNENEITMITM EE EE  ME ME MMIMIMIEE TATANENENENE

E  MI MITA

MITANEITANEITANT  E

ITANETANE  M
ITTATAANANNENE

NNENEEEEEEE
NENENEEE E E  E

E  MMMMMM TATATAATAANNAN
ITATATAN MMITMITA

MITTMITANEANEE  E  E  NE NE

ANE  MINE  MINE  MINE  MINE  M TTIT

IMIITTTTE  MMIMIETANEANMITAMITAMITAM
EEEE  MEE  E

MITANE 
 ITANE TANETANE

ANE  MIT
ANE  MITNE  MITNE  MITNE  MI

NE  MITA
NE  MIT N
EEE  MMM

MMMIITTTIT
MMMMMITITM

ANANNENENE 
MMIMITATATAN

EE ETANANANANNNETA

 MMMMMM NENE 

NENEEEITANIMIM
TTTTATATATTTATA

ANNE  MINE  MINE  MIE  MITTTATAT

MITANEMITANEMITANEMITANEMITANEMITANE  
 

MITANEITANE  MMM
ITITTATAAA

ANNNENEEEEEE
AAANANANNNNN

MMIT
ANENEEE  

MITMITTI ANANEEAMMMMIMIMIM

TANE  M
I

TANE  M
IANE  MIANE  MIANE  MIANE  M TT
ATMIITA

MITMITTNE  MNTANTANMITAMITMITM
EEEEEE E EEE  

MITANE 
 M

MITANE MITANE MITANEMITANEMITANE

TAAAAANE  M
ITNE  MINE  MITTTATA

NE  MITANE  MITA
NNENEEE  

MMMMIMIIIMIMMMMIITITMIMI
MMMMMMMM

ANANE

MMIT

E EENENEEEEEN

E   MITANMITANENEEEE 

NEEMITANMMM
IIIITTTTTTATAIITT

AANANNE  MINE  MINE  MITTTTTATA

MMMM  MMMM NEEEEE 

MITANEMITAN  
  MMMITITTATAA

ANNNNNNENE
AAAANANNAA

MMI

NNE

ITTITANEANEANETTTTANEANEANEANMITMITITITM

TANE  M
I

TANE  M
IANE  MIANE  MANE  MTANE  M
ITT

NE  MIITNNNTATANTMITMITMITANTMITMITM NE MNTANANTTANAN
NENEEEENEEEE 

 MITANE
 MITANEMITANEMITANEMITANEMITANE 
 

TATAAAAANNN
ITTAMII

NE  MNE  MITMITA
NMITANTANEANEEE 
 M

MMMMMMIMMI
MMMMMM

AANE

MMIT

E NEN

EE  MITANNNN
EEMITAN

MITANANEEMMMM
MMIMIIIM TTTTTA

TAANANE  M
IANE  MIANE  MIN TTATAT

 E   MMMM NNNNEEE

MITAMITAMITANTAN
MITITATAAN

AANNNNNNN
ANANANEANENENEANENENENE MMITMIT

AMITAMITMITMI AANANANNE
E  MMMITM

ANANE

IITAMI円円M
TANE  M

I
TANE  MTANE  MANE  MANE  MANE  M T

NENE  M  MMMNNITITANITAMITMITMITITTMITMITMIT
NNNNNEEEE

 MITANEMITANEMITANEMMITANMITANE 

TATAAAANE  MNE  MNE  MITNE  M

AANENE E MITAMITAMITAMITAITAAMITANNNNN  
  MMMM 

MMNEEE    MIMITMITMITAM
MIITTTATATAITTATATANENEENNENENEN

E  MMMMITMITM

NENEE ANENA

E  MMMME MM AAANANAAANANAN

MMITITATAAMMM AAANANANNNNENE NE NE  ME MII

ANANNNTAANANNN MMMMITMMMMIT

MITANMITANMITAMITA

ATATAITTTATATATA E  E  EE MMM
NNNNENENENETANANANANNN MITAITATATAMITMITT N

MITITATATATATAAANENE E E
 ENENEEN

MMMIMITAE     MM円円E 
TANE  MANENENE

ANNEE  MMMIMIT
ANTANENT E E

ANAMITAMITMIMI

MITITATA

MIMIMIMIMIIIMIM TANNTANTANTANETANETANETANTANETA E M
ITANE MITANE MITAMITAE MITANE MITAE  MITAE  MIE  M NENE  MNE  MNE  MNE  MNE  MNE  MM TATA

NANANANANE

MITANMITAITA

ANE

EEE MITAN
E    MITANE  MITAN MITAM

MMIMI E  MTANE TANE MANE  E  M M

ANANEANENENEENEE
NENENEENEANE  ANE MIT

ANMITANEMITANEMITANEMITANE MITANE 
 ANE  

MIMITMITAMITAMMM
TATANANANANANENMITATATATAA

TATATANTANANETAA
ANEANENENEE MIMIITTATATAMI

MITAITANE 
 MANE MNE MMMIMIMIMI

E MITATANE M
ITA

TANE  M
ITA

TANE  M
IT

TANE
NENEENEN

ANENANM

EEE    M M MMMITE

ANE  MIT
AN MITANE  MITA

E MMITMITNE  MNE

A MITAAAAMITAMITAMMM TA

ATAANE MIT
A

ANE  MIT
AE  M

MITAE MITANNE MITA
N

NE  MNE
MITANE 

 
MITANE 

 
MITANE TAN MITMITAMM

EE  MI MITAN
E  MITANE 
 TANE  M
ITANE M

IANE MMITANE 
 MI

MITANE 
 MITATATAN

ANEANENEE M  M E ME  ME

TANTAN

ANE   MANE   MNE  MIMIMITITM
A

ITAITANEITANETANETANETANETANEANEANENITA MM

ITAMITAMITAMITAE MITAMITAAANANEANEANE
TANE  M

I
ITANE  M

I
MITANE 

 MI
MITANE 

 MI
MITANE 

 MI
MITAM

TATANTANTANTANTAN
円円円円円円円円

A

MIT

MITAMMITAMITMITITA

MMI NE  MITAITATANE  
ENE  MITANE  MITA

NE ITANE  MITANE
  NE MITA

NEMITANE 
 MI

MITANE 
 MI

M
TANE NETAN

ANE MMIT
ANE  MIT

ATANE  M
ITANEE MITAN

EMITANE
NE  MITANE
  

 
MITANE 

 M
MITANE 

 M
AITA

MIT

ANE  MIT
ANE  MIT

ANEN

EE

M

 MITAN

MITANE 
 M

MITAN

ANE  M

 MITAN

TANE  M

 MITA

TANE  M

E  MITA

NE  MITA
NE  M
MITANE

 M

E  M
MITANE

NE  MI

MITAN

TAN

ANE  ANE  MIT
A

NENE  M
NE  MIT

  MITA
TANE 

TTANE 
E  MITA

NNE  MITA
TANE  M

MITANE
E  MITAN

NE  MIT
TANE  M

MITANE
E  MITA

NE  MIT
ITANE 

TANE 
NE  MIT

MITAN
 MITA

MITA

TANE  M
ITAN

NE  M
E  MITA

 MITA
TANE  M

TANE  
 MITAN

E  MITA
ANE  M

MITANE 
 MITAN

NE  MITA
TANE  M

ITANE
E  MITA

E  MITA
TANE 

TANE  
NE  MI

MITANE 
 MITA

TANE

TANE 
ITANE

ANE  M
MITA

 MITAN
ANE   M

TANE  M
MITAN

E  MITA
ANE   M

ITANE 
MITAN

E  MITA
TANE   M

TANE 
  MITA

MITANE 
 MITANE

 

ANE  MIT
ANE  MI

ANE MIT



一
般
質
問

一般質問13

第37号  Ｈ27.4.15

三種町 議会だより

高
橋
意
欲
あ
る
農
家
の
、
周

年
栽
培
で
き
る
施
設
導

入
に
、
町
が
単
独
助
成
し
、
認

定
農
業
者
を
育
成
す
べ
き
で
な

い
か
。

町
長
該
当
し
な
い
農
家
を
含

め
、
意
欲
あ
る
農
家
を

掘
り
起
こ
し
、
Ｊ
Ａ
・
関
係
機

関
と
連
携
し
、
農
業
振
興
策
を

策
定
し
進
め
る
。

高
橋
国
で
は
減
反
政
策
を
廃

止
す
る
方
向
で
あ
る
。

一
方
県
で
は
、
米
に
偏
っ
た
生

産
構
造
を
利
益
性
の
高
い
複
合

型
に
誘
導
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
。

　

当
町
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
伺
い
た
い
。

町
長
当
町
は
、
大
変
豊
か
な

作
物
が
作
ら
れ
て
い
る
。

地
域
に
適
合
す
る
作
物
の
選
定

を
含
め
農
業
振
興
の
策
定
を
進

め
た
い
と
考
え
る
。

高
橋
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生

ま
れ
故
郷
な
ど
希
望
の

自
治
体
に
寄
付
す
る
と
、
居
住

地
の
税
金
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
地
域
の
生
産
者
や
企

業
に
対
す
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
ま
た
、
町
に
と
っ

て
は
町
税
収
入
の
増
加
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
町
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
制
度
と
考
え
る
が
取
組
み

方
針
を
伺
い
た
い
。

町
長
平
成
２７
年
度
の
税
制
改

正
大
綱
に
よ
る
と
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
促
進
し
、
地
方

創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
個
人

住
民
税
の
特
例
控
除
額
の
上
限

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
に
伴

い
、
東
京
・
北
海
道
み
た
ね
会

を
含
め
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会

と
と
ら
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
登
録

し
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
体
制

を
整
え
る
。

高橋　 満 議員

農業の振興策について問う

町長  関係機関との連携を図りながら策定を進めたい

ふ
る
さ
と
納
税
の
取

組
は町

長  

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

登
録
に
よ
り
充
実
を
図
る

充実されたお返し品

農業基盤整備促進事業の暗きょ工事
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町
長
④
学
校
が
空
く
か
ら
、

公
民
館
に
転
用
す
る
と

い
う
考
え
方
に
は
賛
同
し
か
ね

る
。

加
藤
行
政
は
、
住
民
に
中
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
、
説
明
し
、
理
解
を
得
な
が

ら
縮
小
社
会
に
対
応
す
る
施
策

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

町
づ
く
り
の
根
幹
に
関
わ
る

役
場
や
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
方
向
性

を
示
し
、
施
設
の
整
備
に
あ
た

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
４
点
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

①
現
行
の
総
合
支
所
方
式
を
継

続
す
る
の
か
。

②
山
本
総
合
支
所
と
し
て
目
的

外
使
用
し
て
い
る
山
本
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
扱
い

は
。

③
学
校
再
編
整
備
計
画
で
示
さ

れ
た
「
小
中
学
校
統
合
」
方

針
へ
の
対
応
と
取
組
み
は
。

④
公
民
館
の
改
築
と
統
合
後
の

校
舎
活
用
は
、
総
合
的
に
検

討
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
。

町
長
①
職
員
数
の
減
少
や
事

務
の
効
率
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
本
庁
方
式
を
視
野
に

入
れ
た
体
制
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
現
行

の
ま
ま
で
行
く
が
、
町
民
の
理

解
を
得
つ
つ
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
議
会
に
諮
る
。

②
使
用
期
限
は
平
成
２８
年
３
月

３１
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成

２７
年
度
に
入
っ
て
か
ら
期
限
更

新
手
続
き
を
し
、
現
行
の
形
態

を
維
持
し
て
い
く
。

教
育
長
③
計
画
で
は
「
小
学

校
は
旧
三
町
の
地
域

ご
と
に
１
校
と
す
る
が
、
時
期

に
つ
い
て
は
児
童
数
の
推
移
を

見
な
が
ら
慎
重
に
判
断
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　

中
学
校
は
県
教
育
委
員
会
が

示
し
た
標
準
的
な
学
校
規
模

（
６
学
級
か
ら
１２
学
級
）
と
な

る
平
成
２６
年
度
以
降
に
統
合
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
平
成
２７
年
度
は
１３
学

級
、
平
成
２８
年
度
は
１２
学
級
、

平
成
３４
年
度
は
９
学
級
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

現
在
は
児
童
生
徒
数
、
校
舎

の
状
況
等
の
資
料
を
も
と
に
、

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
民
生
委
員
会
等

で
説
明
し
て
い
る
。
統
合
時
期

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
が
話
を
す
る
場
を
設
け

た
後
に
検
討
し
て
も
良
い
と
考

え
て
い
る
。

加
藤
地
盤
沈
下
の
影
響
で
、

グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
改

修
工
事
が
行
わ
れ
た
。
当
局
は

「
下
水
管
や
配
水
管
等
の
断
裂

が
心
配
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る

が
、
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
で

は
調
査
費
も
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
の
対
応
は
。

教
育
長
こ
れ
ま
で
応
急
的
な

対
応
を
し
て
き
た
が
、

根
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
ま

で
に
至
っ
て
い
な
い
。
地
中
地

盤
の
動
向
を
相
手
に
す
る
こ
と

で
も
あ
り
、
今
後
慎
重
に
検
討

を
重
ね
て
対
応
し
た
い
。

加藤彦次郎 議員

総合支所方式を継続するのか

　町長  当面は現行方式を継続する

給
食
セ
ン
タ
ー
外
構
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
は

教
育
長  

慎
重
に
検
討
す
る

地盤沈下、建物への影響は
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か
ら
、
平
成
２６
年
に
お
い
て
小

作
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
水
田

に
対
し
、
当
年
限
り
の
緊
急
対

策
と
し
て
小
作
料
の
一
部
助
成

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。 

清
水
町
は
、
こ
の
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
農
地
集
積
と
耕
作
放
棄
地
の

防
止
が
図
ら
れ
る
と
し
て
い
る

が
、
今
回
の
補
助
が
な
け
れ
ば

農
地
集
積
が
停
滞
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
米
価
下

落
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
の
は
、
自
作

農
家
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ

て
、
小
作
農
地
だ
け
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
と
思
う
が
。

農
林
課
長

こ
の
助
成
は
、
米

価
下
落
に
よ
っ
て

農
地
の
集
積
が
停
滞
す
る
こ
と

清
水
町
は
、
平
成
２６
年
産
米

の
価
格
が
大
幅
に
下
落

し
、
農
家
経
営
が
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
米
価

下
落
緊
急
対
策
小
作
料
補
助
金

と
い
う
助
成
金
を
小
作
水
田
農

家
に
対
し
支
給
し
た
。し
か
し
、

米
価
下
落
に
よ
る
影
響
は
自
作

小
作
を
間
わ
ず
米
販
売
農
家
全

体
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

補
助
の
対
象
が
小
作
農
家
だ
け

に
限
定
さ
れ
、
米
販
売
農
家
数

の
３
分
の
２
を
占
め
る
自
作
農

家
が
補
助
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
不
公

平
だ
と
思
う
が
。

町
長
平
成
２６
年
産
米
の
価
格

が
大
幅
に
下
落
し
た
こ

と
に
よ
り
、
農
業
経
営
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
当

町
で
進
め
て
い
る
担
い
手
農
家

へ
の
農
地
集
積
並
び
に
不
作
付

地
の
拡
大
防
止
に
も
大
き
な
影

響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
こ

の
補
助
金
を
役
に
立
て
て
い
た

だ
き
、
今
後
も
農
地
の
集
積
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
担
い
手
農
家
を
対

象
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

清
水
町
で
示
し
た
補
助
方
針

に
も
あ
る
と
お
り
、
こ

の
補
助
金
を
補
助
す
る
根
拠

は
、
米
価
下
落
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
た
農
家
に
対
す
る
緊
急

経
済
支
援
と
耕
作
放
棄
地
の
防

止
、
農
地
の
集
積
に
あ
る
の
だ

か
ら
、小
作
農
家
だ
け
で
な
く
、

自
作
農
家
に
も
一
律
に
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
る
の
で
な
け
れ

ば
政
策
と
し
て
は
片
手
落
ち
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
こ
の
助
成
は
、
町
が
進

め
て
き
た
農
地
の
集
積

が
今
後
と
も
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
担
い
手
農
家
を
後
押

し
す
る
た
め
の
今
回
限
り
の
支

援
策
で
あ
る
の
で
、
理
解
を
お

願
い
す
る
。

清水 欣也 議員

自作農家にも米価下落対策補助金を交付せよ
～小作農家だけに助成するのは不公平～

町長  担い手農家の農地集積を後押しするための支援策

耕作放棄地の現況
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大
澤
平
成
２７
年
度
で
は
幹
線

道
路
の
防
雪
柵
の
新
設

事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
年
の
冬
は
特
に
防
雪
柵
の
な

い
箇
所
が
猛
吹
雪
で
ほ
と
ん
ど

視
界
が
き
か
ず
、
一
時
的
に
車

を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
防
雪
柵
の
早
期
新
設
を
要

望
す
る
声
が
住
民
か
ら
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
２７
年
度

で
は
、
ど
の
程
度
危
険
区
域
を

カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。

　

さ
ら
に
平
成
２７
年
度
以
降
予

定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

着
手
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
平
成
２７
年
度
か
ら
は
、

八
竜
東
団
地
前
の
町
道

に
新
た
に
吹
払
式
の
防
雪
柵
を

６００
メ
ー
ト
ル
設
置
す
る
工
事
計

画
を
進
め
て
い
る
。
平
成
２７
年

度
冬
に
は
当
路
線
の
整
備
箇
所

の
約
半
分
の
３００
メ
ー
ト
ル
の
工

事
が
完
了
し
、
平
成
２８
年
度
冬

に
は
残
り
３００
メ
ー
ト
ル
を
設
置

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
、
特
に
積
雪
の
多
い

年
が
続
い
て
お
り
、
降
雪
が
な

く
て
も
強
風
に
よ
り
交
通
等
に

支
障
が
生
じ
、
視
界
不
良
の
た

め
に
一
時
的
に
通
行
止
め
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
路
線
も
発

生
す
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
箇
所
を
早
期
に
解
消
で
き
る

よ
う
、
順
次
調
査
し
、
整
備
し

て
い
き
た
い
。

大
澤
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
に
賃
貸

す
る
こ
と
を
条
例
に
定
め
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
収
入
超
過

者
に
対
し
て
は
、
明
渡
し
努
力

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
条

例
に
定
め
る
金
額
を
超
え
、
引

き
続
き
３
年
以
上
入
居
し
て
い

る
場
合
、
収
入
超
過
者
認
定
者

を
認
定
し
通
知
す
る
と
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
家
賃
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
近
傍
同
種
と
な
っ
て
い

る
が
、
算
定
し
た
家
賃
が
１０
万

円
余
と
な
っ
た
場
合
、
こ
の
条

例
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
長
家
賃
算
定
に
当
た
っ
て

は
、
住
宅
の
立
地
条
件
、

規
模
等
の
ほ
か
、
入
居
者
の
世

帯
収
入
が
大
き
な
要
素
で
あ

り
、
収
入
の
変
動
に
よ
っ
て
家

賃
も
増
減
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
収
入
超
過
者
と
認
定

さ
れ
た
場
合
、
最
高
額
で
は
近

傍
同
種
の
家
賃
と
な
る
。
最
高

額
に
達
す
る
ま
で
の
経
過
必
要

年
数
は
最
長
５
年
か
ら
最
短
１

年
と
な
っ
て
い
る
。
収
入
超
過

者
に
対
し
て
は
、
文
書
と
面
談

等
で
説
明
や
相
談
を
行
っ
て
き

て
い
る
。

　

今
後
も
、
家
賃
等
に
関
す
る

変
動
に
つ
い
て
は
入
居
者
へ
の

注
意
喚
起
の
案
内
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

大澤 和雄 議員

防雪柵の早期新設を

　町長  順次に調査をして整備する

町
営
住
宅
の
家
賃
の

算
定
は

町
長  

収
入
に
よ
り
増

減
す
る

こ
の
他
に

「
台
湾
交
流
事
業
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

防雪柵の設置予定地
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伊
藤
国
保
広
域
化
の
構
想
で

は
、
国
保
税
の
賦
課
徴

収
窓
口
業
務
な
ど
に
か
か
わ
る

市
町
村
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
都
道
府
県
の
指
導

の
も
と
で
強
化
さ
れ
る
。
市
町

村
独
自
の
保
険
税
軽
減
も
や
り

に
く
く
な
り
、
税
が
さ
ら
に
高

騰
す
れ
ば
住
民
の
怨
嗟
の
声
が

市
町
村
に
殺
到
す
る
事
態
も
起

こ
り
得
る
。
保
険
税
の
収
納
悪

化
に
よ
り
国
へ
納
め
る
分
賦
金

を
負
担
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
一
般
会
計
か
ら
こ
れ
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
保
険
料
の
賦
課
徴
収
後
な

の
で
、
住
民
の
負
担
軽
減
に
は

結
び
つ
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

町
長
当
町
は
、
医
療
水
準
は

高
く
、
所
得
水
準
は
低

い
と
い
う
国
保
特
有
の
財
政
構

造
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
仮
に

保
険
料
率
が
全
県
一
本
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
低
い
保
険

料
が
想
定
さ
れ
る

が
、
一
本
化
あ
る

い
は
標
準
化
に
は

慎
重
な
対
応
を
求

め
る
自
治
体
も
あ

る
。
ま
た
、
独
自

の
福
祉
医
療
費
助

成
事
業
の
波
及
増

加
分
の
財
政
支
援

カ
ッ
ト
の
見
直
し

も
重
要
課
題
と
な

る
。

　

今
後
、
県
と
具

体
的
な
協
議
が
始
ま
る
と
思
う

が
、
国
の
動
向
、
情
報
に
注
視

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
来
年
度
の
国
保
税
の
引

き
下
げ
を
発
表
す
る
自

治
体
が
全
国
で
相
次
い
で
い

る
。
引
き
下
げ
の
背
景
の
一
つ

に
は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
全
国

で
約
１
千
７００
億
円
が
保
険
者
へ

の
支
援
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

当
町
と
し
て
も
、
こ
の
支
援

金
を
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入

れ
削
減
に
使
う
の
で
は
な
く
、

保
険
税
の
引
き
下
げ
に
活
用
す

べ
き
だ
。

町
長
当
町
の
場
合
も
、
低
所

得
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

軽
減
対
象
が
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
が
、
保
険
者
支
援

事
業
に
よ
る
財
政
的
支
援
額
も

増
加
す
る
の
で
、
こ
の
部
分
だ

け
を
見
る
と
税
率
の
引
き
下
げ

は
可
能
と
見
て
い
る
。し
か
し
、

反
面
、
農
業
所
得
の
減
少
や
固

定
資
産
税
が
下
が
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
精
査
の

上
、
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

く
。

伊
藤
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

を
抑
え
る
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
い
、

保
険
料
の
抑
制
を
し
た
ら
ど
う

か
。

町
長
今
後
の
介
護
保
険
の
運

営
状
況
を
見
な
が
ら
、

一
般
会
計
か
ら
基
金
へ
の
繰
り

入
れ
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
保

険
事
業
の
安
定
運
営
に
努
め
て

い
く
。

伊藤 千作 議員

国保の広域化の問題点にどう対応するか

　町長  国の動向に注視し対応していく

介
護
保
険
料
の
軽
減

の
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を

町
長  

一
般
会
計
か
ら

の
基
金
へ
の
繰
り
入
れ

も
視
野
に
入
れ
る

こ
の
他
に

「
介
護
報
酬
の
減
額
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

町
長  
税
負
担
を
軽
減

で
き
な
い
か
諸
条
件
を

精
査
す
る

国保窓口
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日時：平成27年２月17日（火）

第１回 臨 時 会

日時：平成27年２月26日（木）

第２回 臨 時 会

臨時会、請願

件　　　　　名 請  願  者  氏  名 紹介議員 付託委員会 結　果

｢認定子ども園」設置に関する請願 学校法人　八竜学園
　理事長　見上　岳也 後藤栄美子 教 育 民 生

常任委員会 不 採 択

米価下落に伴う農家経営に対し緊急支援
を求める請願書 金子　政徳 清水　欣也 産 業 建 設

常任委員会 継続審査

米価対策の意見書を求める請願 農民運動秋田県連合会
　委員長　鈴木万喜夫

伊藤　千作
大澤　和雄

産 業 建 設
常任委員会 採 択

農協改革をはじめとした「農業改革」に
関する請願

農民運動秋田県連合会
　委員長　鈴木万喜夫

伊藤　千作
大澤　和雄

産 業 建 設
常任委員会 採 択

ＴＰＰ交渉に関する請願 農民運動秋田県連合会
　委員長　鈴木万喜夫

伊藤　千作
大澤　和雄

産 業 建 設
常任委員会 採 択

　請願５件は次のとおり付託委員会で審議され、
本会議で３件を採択、１件を不採択、１件を継続
審査と決定しました。

請 願   審査報告

撤回

原案
可決

原案
承認

原案
可決

原案
承認

　第１回臨時会が２月17日に開催され、一般会
計の専決処分２件を承認、１議案を撤回、１議案
を原案のとおり可決決定しました。

　第２回臨時会が２月26日に開催され、１議案
を原案のとおり可決決定しました。

●専決処分の承認
　（平成26年度一般会計補正予算）

●専決処分の承認
　（平成26年度一般会計補正予算）

●工事請負契約の一部変更（ゆうぱる宿泊棟改修工事）

●工事請負契約の一部変更
　（ゆうぱる宿泊棟改修工事）

●平成26年度一般会計予算の補正
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19 陳情

件　　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

専ら被保険者の利益のための年金積立金
の安全かつ確実な運用に関する意見書の
提出について

日本労働組合総連合会
秋田県連合会 
　会長　東海林　悟
連合秋田能代地域協議会  
　議長　鎌田　　守

教育民生常任委員会 採 択

「マクロ経済スライド」制の廃止を求め
る陳情

全日本年金者組合
秋田県本部　　　　　　　
能代山本支部　　　　　　
　執行委員長　大倉　勇治

教育民生常任委員会 採 択

「集団的自衛権行使を容認した閣議決定
に反対し、撤回を求める意見書」の採択
等を求める陳情書

秋田弁護士会
　会長　加藤　　謙 総 務 常 任 委 員 会 採 択

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成
の拡充に関する陳情

宮城県肝臓病交友会
　代表　大江　正義
Ｂ型肝炎被害対策東北弁護団
　団長　鹿又　喜治
薬害肝炎訴訟東北弁護団
　団長　増田　　祥

教育民生常任委員会 採 択

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める陳情

秋田県春闘共闘懇談会　
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　星野　博之

教育民生常任委員会 採 択

労働時間法制の規制強化と安定雇用の確
立を求める陳情

秋田県春闘共闘懇談会　
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　星野　博之

教育民生常任委員会 採 択

介護報酬の引き下げに反対し、介護事業
所の経営安定と介護労働者の処遇改善を
めざす陳情

秋田県春闘共闘懇談会　
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　星野　博之
全国福祉保育労働組合
秋田地方本部
　執行委員長　佐々木和美

教育民生常任委員会 採 択

集団的自衛権の行使を容認する閣議決定
の撤回を求める陳情書

秋田・戦争をさせない
1000人委員会
　代表　山縣　　稔

総 務 常 任 委 員 会 採 択

沖縄県名護市辺野古新基地
建設工事の中止を求める陳情書

秋田・戦争をさせない
1000人委員会
　代表　山縣　　稔

総 務 常 任 委 員 会 採 択

三種町建設業協会等の陳情書

三種町建設業協会
　会長　成田　　保
南部地区電友会
　事務局長　岩谷　　隆
能代山本水道管工事業協同組合
　三種支部長　鎌田　明徳
三種町商工会
　会長　嶋田　博光

産業建設常任委員会 不 採 択

陳 情   審査報告
　陳情１０件は次のとおり付託委員会で審議され、
本会議で９件を採択、１件を不採択と決定しま
した。



　

私
は
こ
の
度
、「
北
方
領
土
に
関

す
る
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
お
い
て
「
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
様
々
な
方

の
御
協
力
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
非

常
に
光
栄
な
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
の
夏
休

み
に
「
平
成
２６
年
度
北
方
領
土
青
少

年
等
現
地
視
察
支
援
事
業
」
に
参
加

し
た
こ
と
で
す
。
根
室
へ
行
き
、
そ

こ
か
ら
北
方
領
土
を
自
分
の
こ
の
目

で
見
た
あ
の
感
動
は
、
今
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
ら
の
故
郷

で
あ
り
な
が
ら
理
不
尽
な
や
り
方

で
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
悔
し

さ
、
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
帰
還

叶
わ
ぬ
切
な
さ
、
同
級
生
が
銃
撃
さ

と
ロ
シ
ア
人
の
心
の
隔
た
り
が
無
く

な
れ
ば
消
え
る
の
で
す
。
私
た
ち
は

い
つ
か
必
ず
取
り
戻
し
ま
す
。
北
方

四
島
と
そ
こ
に
あ
る
思
い
出
、
そ
し

て
、
境
界
線
の
向
こ
う
に
あ
る
、
本

当
の
国
境
を
。

れ
て
亡
く
な
っ
た
怒

り
と
悲
し
み
。
過
去

の
辛
さ
を
越
え
私
達

に
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
根
室
の
方
々
の
想

い
を
、
私
は
今
回
の

ス
ピ
ー
チ
に
込
め
ま

し
た
。
私
の
ス
ピ
ー

チ
を
今
ま
で
に
見
た

り
、
聞
い
た
り
、
読

ん
だ
り
さ
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
皆
様
、
ど
う

か
受
け
止
め
て
下
さ

い
。
根
室
の
方
々
の

声
を
。
辛
い
記
憶
で

あ
り
な
が
ら
四
島
返

還
と
い
う
願
い
の
実

現
の
た
め
語
り
続
け

る
彼
ら
の
想
い
を
。

　

今
な
お
未
解
決
で
あ
る
北
方
領
土

問
題
。
今
回
の
私
の
受
賞
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
境
界
線
は
私
た
ち
日
本
人

山本中学校３年

佐々木　円　花

「北方領土」全国スピーチ
コンテスト最優秀賞受賞★

★
★
★

★
★★
★★

★★★★★★★★

★
★
★
★
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４
月
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

合
併
後
、
最
大
の
当
初
予
算
を
各

常
任
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
承
認

し
ま
し
た
。
予
算
執
行
に
当
た
り
両

輪
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分

に
果
た
し
な
が
ら
、
町
発
展
に
寄
与

す
る
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
賀　

真　

記

　

議
会
だ
よ
り
第
３６
号
（
平
成
２７
年

１
月
３０
日
発
行
）
で
、
８
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
写
真
下
の
説
明
文
に
お
い

て
、
団
体
名
等
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
訂
正
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
誤
】

 

Ｅ
Ｍ
生
活
ク
ラ
ブ
に
よ
る
Ｅ
Ｍ
講
座

【
正
】

 

鹿
渡
生
活
学
校
に
よ
る
Ｅ
Ｍ
研
修
会

編
集
後
記
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北方領土に関する全国スピーチコンテストで熱弁する佐々木さん

訂正とお詫び

事
務
局
長　

腰　

丸　
　
　

豊

局
長
補
佐　

平　

澤　

仁　

美

主
席
主
査　

近　

藤　

政　

人

事
務
局
長　

檜　

森　

定　

勝

（
平
成
２７
年
３
月
３１
日
付 

定
年
退
職
）

議会事務局議議会会会事事事事事事務務務局局局局
（平成２７年４月１日現在）




